
医学用語あれこれ

今回も前回に引き続き、場所に関する接頭辞を

見てみましょう。

ｅｐｉ ：～より上の、上の、次の、後の

ｓｕｐｒａごｓｕｐｅｒ： ～の上に、～を越えた、上

部、過剰

ｓｕｂ ：～より下の、下方の、下

ｉｎｆｒａ ：ヽより下の、～の下に、下部に、下

ｅｘｔｒａ：外のべ

ｉｎｔｒａ：内に、内部の

ｅｐｉとｓｕｐｒａ／ｓｕｐｅｒ はよく似た意味ですが、少し

ニュアンスが違います。ｓｕｐｒａと ｓｕｐｅｒはまった

く同じ意味ですが、ｓｕｐｅｒ はギリシア語の接頭辞

ｈｙｐｅｒに相当するものです。ｓｕｂとｉｎｆｒａもほと

んど同義ですが、ｉｎｆｒａより ｓｕｂの方が使用頻度

は高いようです。ｓｕｂはギリシア語の接頭辞ｈｙｐｏ

に相当します。

ｅｐｉはギリシア語源の言葉につき、それほど多

くありません。 ｅｐｉ／ｇａｓｔｒ／ｉｃは胃より上の、ｅｐｉ

／ｇａｓｔｒ／ｕｍ は上胃部、胃窟部 という意味になり

ます。ｅｐｉ／ｇａｓｔｒ／ａｌｇｉａは上腹部痛、 心高部痛で

す。 ｏｔ／ｏは耳を表す連結形ですが、ｅｐｉ／ｏｔ／ｉｃに

すると耳上の、上耳のとなります。 ｅｐｉ／ｓｐｉｎ／ａｌ

は脊柱上の、脊髄上のを意味します。ｅｐｉ／ｓｐｌｅｎ

／ｉｔｉｓ は膠臓より上の組織の炎症を表します。

ｃｏｓｔ／ｏ は肋骨に関する連結形ですが、これに

形容詞語尾 －ａｌと接頭辞のｓｕｐｒａをつけ、ｓｕｐｒａ／

ｃｏｓｔ／ａｌにすると肋骨上のという語がつくられま

す。同様に、 ｃｒａｎｉ／ｏは頭蓋を意味する連結形で

すが、ｓｕｐｒａ／ｃｒａｎｉ／ａｌ とすると頭蓋上の、頭部表

面のとなります。骨盤を意味するｐｅｌｖ／ｏ からは

ｓ叩ｒａ／ｐｅｌｖ／ｉｃ骨盤 より上の、骨盤上の、恥骨を

表すｐｕｂ／ｏからは ｓｕｐｒａ／ｐｕｂ／ｉｃ恥骨より上の、

恥骨上のという語ができます。ｇｅｎｕ は膝という
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名詞ですが、ｓｕｐｅｒ／ｇｅｍ」／ａｌとすると膝上方のと

なります。

ｓｔｅｍ／ｏは胸骨を意味する連結形ですが、ｓｕｂ／

ｓｔｅｍ／ａｌとすると胸骨下のという語ができます。

ｓｕｂ／ｃｏｓｔ／ａｌ は肋骨下の、ｓｕｂ／ｃｒａｎｉ／ａｌは頭蓋下

の、ｓｕｂ／ｐｕｂ／ｉｃは恥骨下の、ｓｕｂ／ａｂｄｏｍｉｎ／ａ口ま

腹腔下のという意味になります。

ｉｎｆｒａ／ｓｔｅｍ／ａｌ、ｉｎｆｒａ／ｃｏｓｔ／ａｌ、ｉｎｆｒａ／ｐｕｂ／

ｉｃという語も上と同様胸骨下の、肋骨下の、恥

骨下のを表します。

ｕｔｅｒ／ｏは子宮を指す連結形ですが、子宮のを

意味する形容詞形はｕｔｅｒｉｎｅです。これに ｅｘｔｒａ

をつけてｅｘｔｒａ／ｕｔｅｒｉｎｅにすると子宮外のという

意味になります。ｃｙｓｔ／ｏ は膀胱、嚢胞を表す連

結形ですが、ｅｘｔｒａ／ｃｙｓｔ／ｉｃ は膀胱外のを表しま

す。硬膜ｄｕｒａを硬膜のｄｕｒ／ａ１という形容詞形に

して接頭辞のｅｘｔｒａをつけてｅｘｔｒａ／ｄｕｒ／ａｌとする

と硬膜外のとなります。ｅｘｔｒａ／ｈｅｐａｔ／ｉｃは肝臓外

のです。

ａｒｔｅｒｉ／ｏは動脈を指す連結形ですが、ｉｎｔｒａづ

ａｒｔｅｒｉ／ａｌ にすると動脈内のという形容詞になり

ます。ｉｎｔｒａはこれ以上分解できない１つの語で

すので、ｉｎｔｒａの後に母音が続いても最後の母音

ａ゙″ を落とすことはできません。そこでこのよ

うに２つの似た母音が続く場合は、通常、ハイフ

ン゛－″を便って２つの語をつなぎます。

ｖｅｎ／ｏは静脈を表す連結形でしたので、ｉｎｔｒａ／

ｖｅｎ／ｏｕｓは静脈内の、さらにｉｎｔｒａ／ｓｐｉｎ／ａｌ は脊

髄内の、ｉｎｔｒａ／ｌｕｍｂ／ａｒは腰内の、ｉｎｔｒａ／ｃｒａｎｉ／

ａｌは頭蓋内の、ｉｎｔｒａ／ｄｅｒｍ／ａｌは皮内の、ｉｎｔｒａ

／ｔｈｏｒａｃ／ｉｃは胸内のとなります。

この他に もまだたくさんあり、辞書を見ている

となるほどと思うことも多く、なかなかおもしろ

い ものです。みなさんにも一度じっくり辞書をご

覧になることをお勧めします。
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